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                      こんにちは、丹頂ガスの丹羽孝直です。いつもたんちょう通信をお読み頂       

        き、誠にありがとうございます。我が家には９歳の娘がいます。今、新体 
        操にはまっていて、妻は娘の送り迎えからクラブの保護者会まで娘の世 
        話にしっかり時間を取られています。もちろん、家事と仕事もこなしていま

す。毎年お雛様の季節には、妻の両親から頂いた７段飾りのお雛様を飾っています。

しかし、今年は１０年目にして、妻も大変忙しかったため、すっかり飾るのを忘れてい

ました。結局３月に入って、慌ててお人形さんだけを畳の上に飾りました。「たったの三

日間だけでもいいよなぁ」と妻に言ったら、「折角なので、３月中は飾ろうよ！」と言って

床置きのお雛さんもなかなか気に入ったみたいで、写真を撮って 
いました。昔は「３月３日を過ぎて飾っちゃだめ！」「娘の嫁入りが 

遅くなる」と言いますが、今の時代はいかがなのでしょうか。先ず 
は、子供たちが「素直で元気に健やかに育つ」ように願いを込め 
て、遅れながらにも、今年もお雛さまを飾らせていただきました。 

そして、妻の両親にも感謝いたします。 
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